
JPBVソーシャルビジネス支援プログラム「WILL」2024＠オンライン 

応募申請書 

１．応募申請者の基本情報 
ふりがな  

団体名 
（法人格もご記入ください） 

 

ふりがな  

代表者氏名  

ふりがな  

担当者氏名・役職 
（代表者と異なる場合） 

 

団体ＵＲＬ  

連絡先 

住所 
〒 

 

ＴＥＬ  

E-mail  

２．団体概要 
設立 年　　　　　月 活動地域  

SDGs 

活動 

分野 
（□に☑を

入れてくだ

さい／複

数 

選択可） 

□ 貧困をなくそう □ 飢餓をゼロに □ すべての人に健康と福祉を 

□　質の高い教育をみんなに □　ジェンダー平等を実現しよう □　安全な水とトイレを世界中に 

□　エネルギーをみんなに そし

てクリーンに 
□　働きがいも経済成長も 

□　産業と技術革新の基盤をつ

くろう 

□　人や国の不平等をなくそう □　住み続けられるまちづくりを □　つくる責任 つかう責任 

□　気候変動に具体的な対策を □　海の豊かさを守ろう □　陸の豊かさも守ろう 

□　平和と公正をすべての人に 
□ パートナーシップで目標を達

成しよう 
 

スタッフ 

数等 

有給常勤スタッフ 名 有給非常勤スタッフ 名 

ボランティアスタッフ 名 会員 　名 

財務 

状況 

 前々年度決算 前年度決算 当年度予算 

収入 円 円 円 

支出 円 円 円 

収入－支出 円 円 円 

WILL 

への 

応募 

理由 

 

WILL終了後の伴走支援（○をつけてください） 希望する　・　検討中　・　希望しない 



３．組織や事業が最終的にめざす「変化」の実現に向けた設計図（ロジックモデル） 
次ページの＜記入例＞を参考に、貴団体における◆問１～８をご記入ください。 

（１枚で簡潔にまとめてください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
３． 組

◆問１：「最終成果」（ビジョン／ありたい社会の姿）は何ですか？ 

 

 

◆問２： 

「使命」 

（ミッション 

／貴団体が 

果たす 

役割）は 

何ですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆問５：「長期成果」は何ですか？ 

（１）誰が（何が）？ （２）いつまでに？ （３）どう変わる？

 

 

 

 

 

 

◆問６：「中期成果」は何ですか？ 

（１）誰が（何が）？ （２）いつまでに？ （３）どう変わる？

 

 

 

 

 

 

◆問７：「初期成果」は何ですか？ 

（１）誰が（何が）？ （２）いつまでに？ （３）どう変わる？

 

 

 

 

 

 

◆問８：（問題を解決する）「事業」は何ですか？ 

 

 

◆問４：（問題が生じている）「原因」は何ですか？ 

 

 

◆問３：（解決したい）「問題」は何ですか？ 

 

 



織や事業が最終的にめざす「変化」の実現に向けた設計図（ロジックモデル） 
次ページの記入例を参考に、貴団体における◆問１～８をご記入ください。 

（１枚で簡潔にまとめてください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆問１：「最終成果」（ビジョン／ありたい社会の姿）は何ですか？ 
障がいがあっても、親がいなくなっても、 

専門的な支援を受けながら、社会生活を送ることができる社会 

◆問２： 

「使命」 

（ミッション 

／貴団体が 

果たす 

役割）は 

何ですか？ 

●●市の 

発達障がいの

子どもと 

その家族の 

世界を広げる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆問５：「長期成果」は何ですか？ 

（１）誰が（何が）？ （２）いつまでに？ （３）どう変わる？
１．発達障がい児 

２．発達障がい児の親 
10年後 

（教育機関卒業時） 
１．生活的自立 

２．自己実現 

◆問６：「中期成果」は何ですか？ 

（１）誰が（何が）？ （２）いつまでに？ （３）どう変わる？
１．発達障がい児 

２．発達障がい児の親 
5年後 

（義務教育終了時） 
１．就労スキルの形成 

２．精神的安定 

◆問７：「初期成果」は何ですか？ 

（１）誰が（何が）？ （２）いつまでに？ （３）どう変わる？
１．発達障がい児 

２．発達障がい児の親 
1年後 

（進級時） 
１．社会適応能力の向上

２．療育スキルの向上 

◆問８：（問題を解決する）「事業」は何ですか？ 
１．発達支援に関する個別・集団プログラム 

２．保護者支援のプログラム 

◆問４：（問題が生じている）「原因」は何ですか？ 
１．発達障がい児の将来を考えることができる専門的なプログラムがない 

２．発達障がい児の家族が悩みを相談できる場がない 

◆問３：（解決したい）「問題」は何ですか？ 
１．発達障がい児が大人になったときの将来の姿を描けない 

２．発達障がい児の親同士のつながりが弱く、悩みを抱え込んでしまっている 
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